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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第28期

第２四半期連結
累計期間

第29期
第２四半期連結
累計期間

第28期

会計期間

自平成24年
３月１日
至平成24年
８月31日

自平成25年
３月１日
至平成25年
８月31日

自平成24年
３月１日
至平成25年
２月28日

売上高（千円） 10,348,470 10,282,743 19,587,673

経常利益（千円） 271,162 252,364 303,935

四半期（当期）純利益（千円） 126,491 137,478 143,514

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
126,467 137,463 143,777

純資産額（千円） 2,390,249 2,454,058 2,407,559

総資産額（千円） 6,153,105 6,047,161 5,823,072

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.87 10.73 11.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 38.8 40.6 41.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
781,423 440,041 548,131

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△100,104 △32,916 △157,190

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△238,670 △229,668 △245,112

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,417,190 1,297,827 1,120,371

　

回次
第28期

第２四半期連結
会計期間

第29期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

自平成25年
６月１日
至平成25年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
4.58 4.18

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　　　　

（１）業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の経済政策への期待を背景とした円安進行や株価の

回復等が見られるものの、欧州の債務問題・新興国経済の成長鈍化等、依然として先行き不透明な状況で推移いたし

ました。

　当小売業界におきましては、一部の高額商品に持ち直しが見られるものの、従来からの低価格志向・節約志向への

意識は引き続き強く、消費者の購買意欲に盛り上がりを欠き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、より低価格の生活必需商品の品揃えを強化し、また、さらなるローコス

トオペレーションを進めた結果、当第２四半期連結累計期間は、売上高10,282,743千円(前年同期比0.6％減)、営業

利益219,727千円(前年同期比9.8％減)、経常利益252,364千円(前年同期比6.9％減)、四半期純利益137,478千円(前年

同期比8.7％増)となりました。

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計としては、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ

て224,088千円増加し、6,047,161千円となりました。負債合計は、買掛金の増加等により、前連結会計年度末に比べ

て177,588千円増加し、3,593,102千円となりました。純資産合計は、四半期純利益の計上、剰余金の配当等により、

前連結会計年度末に比べて46,499千円増加し、2,454,058千円となりました。

　なお、当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメントの業績の記載を

省略しております。　

　

（２）キャッシュ・フローの状況　　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末と比較

して177,455千円増加し、1,297,827千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果得られた資金は、440,041千円(前年同期比43.7％減)となりまし

た。

　これは主として、税金等調整前四半期純利益251,225千円の計上、減価償却費65,902千円の計上、たな卸資産の

増加59,416千円、仕入債務の増加177,005千円、法人税等の支払額76,736千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は、32,916千円(前年同期比67.1％減)となりました。

　これは主として、有形固定資産の取得32,088千円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果使用した資金は、229,668千円(前年同期比3.8％減)となりました。

　これは主として、借入金124,655千円の純減少、配当金の支払90,550千円等によるものであります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

（５）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前連結会計年度末に計画した主要な設備の新

設、除却等について、著しい変更はありません。また、新たに確定した主要な設備の新設の計画は次のとおりであり

ます。

　

会社名

事業所名

（所在地）　

セグメント

の名称　

設備の

内容 

投資予定金額　

資金調達

方法　

着手及び完了予定　

売場面積

（㎡）　
総額

（千

円）　

既支払額

（千円）　
着手 完了

提出会社　

武蔵村山学園店

（東京都武蔵村山

市）　

小売事業 販売設備 9,000 　－ 自己資金
平成25年

８月

平成25年

９月
　412.00

提出会社　

成田店

（千葉県成田市）　

小売事業 販売設備 9,000 　－ 自己資金
平成25年

８月

平成25年

９月
　542.00
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年８月31日）

提出日現在発行数（株）
 

（平成25年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,812,000 12,812,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 12,812,000 12,812,000 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年６月１日～

平成25年８月31日　
－ 12,812,000 － 320,300 － 259,600
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（６）【大株主の状況】

 平成25年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 太田　万三彦  東京都葛飾区 4,512,000 35.21

 ㈱太田興産  東京都葛飾区柴又七丁目12番32号 4,224,800 32.97

 太田　磨草子  東京都葛飾区 800,000 6.24

 太田　実花子　  東京都葛飾区 400,000 3.12

 太田　晃太郎  東京都葛飾区 400,000 3.12

 太田　圭太郎  東京都葛飾区 400,000 3.12

 ジェーソン社員持株会  千葉県柏市大津ヶ丘二丁目８番５号 318,320 2.48

 北辰商事㈱  東京都武蔵野市吉祥寺本町一丁目８番６号 100,100 0.78

 ㈲後藤企画  東京都清瀬市中清戸四丁目847番７号 80,300 0.62

 上條　資男　  山梨県中巨摩郡昭和町　 60,000 0.46

計 － 11,295,520 88.16

　　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　 　100 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 12,810,900 128,109 －

単元未満株式 普通株式　　 1,000 － －

発行済株式総数 12,812,000 － －

総株主の議決権 － 128,109 －

　

②【自己株式等】

 平成25年８月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）　

株式会社ジェーソン

千葉県柏市大津ヶ丘

二丁目８番５号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,149,909 1,339,371

売掛金 121,938 137,796

商品 1,242,467 1,300,478

貯蔵品 12,085 13,489

繰延税金資産 29,600 26,749

その他 174,645 150,130

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,730,586 2,967,956

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,841,421 1,841,801

減価償却累計額 △1,124,775 △1,126,154

建物及び構築物（純額） 716,645 715,647

土地 896,995 896,995

リース資産 138,927 148,485

減価償却累計額 △90,389 △104,662

リース資産（純額） 48,538 43,822

建設仮勘定 4,341 3,051

その他 222,166 219,499

減価償却累計額 △171,886 △176,236

その他（純額） 50,280 43,263

有形固定資産合計 1,716,801 1,702,780

無形固定資産 160,726 159,263

投資その他の資産

投資有価証券 1,162 1,140

長期貸付金 105,850 105,100

敷金及び保証金 947,741 950,134

繰延税金資産 56,158 53,103

その他 180,045 179,683

貸倒引当金 △76,000 △72,000

投資その他の資産合計 1,214,957 1,217,161

固定資産合計 3,092,486 3,079,204

資産合計 5,823,072 6,047,161
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,598,321 1,775,327

短期借入金 103,751 111,253

1年内返済予定の長期借入金 407,444 379,506

リース債務 29,715 28,150

未払法人税等 86,259 116,534

賞与引当金 31,158 30,802

資産除去債務 2,750 －

その他 429,428 510,509

流動負債合計 2,688,828 2,952,083

固定負債

長期借入金 269,402 165,183

リース債務 22,379 18,784

退職給付引当金 109,543 117,978

役員退職慰労引当金 179,683 189,057

資産除去債務 127,492 132,371

その他 18,183 17,643

固定負債合計 726,685 641,019

負債合計 3,415,513 3,593,102

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 1,827,276 1,873,790

自己株式 △34 △34

株主資本合計 2,407,142 2,453,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 416 402

その他の包括利益累計額合計 416 402

純資産合計 2,407,559 2,454,058

負債純資産合計 5,823,072 6,047,161
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 10,348,470 10,282,743

売上原価 7,778,240 7,744,535

売上総利益 2,570,230 2,538,207

販売費及び一般管理費
※ 2,326,575 ※ 2,318,480

営業利益 243,654 219,727

営業外収益

受取利息 4,534 4,332

受取手数料 8,215 12,853

固定資産賃貸料 10,506 10,098

貸倒引当金戻入額 3,000 4,000

その他 5,141 4,311

営業外収益合計 31,397 35,596

営業外費用

支払利息 2,814 2,072

固定資産賃貸費用 795 757

その他 278 128

営業外費用合計 3,889 2,959

経常利益 271,162 252,364

特別損失

固定資産売却損 1,597 －

減損損失 3,481 －

災害による損失 － 1,138

特別損失合計 5,078 1,138

税金等調整前四半期純利益 266,083 251,225

法人税、住民税及び事業税 65,646 107,833

法人税等調整額 73,944 5,913

法人税等合計 139,591 113,747

少数株主損益調整前四半期純利益 126,491 137,478

四半期純利益 126,491 137,478
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 126,491 137,478

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23 △14

その他の包括利益合計 △23 △14

四半期包括利益 126,467 137,463

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 126,467 137,463

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 266,083 251,225

減価償却費 64,767 65,902

減損損失 3,481 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,000 △4,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △338 △355

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,586 8,435

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,891 9,373

受取利息 △4,534 △4,332

支払利息 2,814 2,072

有形固定資産売却損益（△は益） 1,597 －

売上債権の増減額（△は増加） △25,606 △15,858

たな卸資産の増減額（△は増加） 46,820 △59,416

仕入債務の増減額（△は減少） 296,228 177,005

その他 83,438 84,394

小計 746,230 514,446

利息の受取額 4,538 4,336

利息の支払額 △2,715 △2,004

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 33,370 △76,736

営業活動によるキャッシュ・フロー 781,423 440,041

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 5,500 6,000

定期預金の預入による支出 △8,506 △18,006

有形固定資産の取得による支出 △101,679 △32,088

有形固定資産の売却による収入 525 －

無形固定資産の取得による支出 △697 △141

敷金及び保証金の差入による支出 △18,087 △32,324

敷金及び保証金の回収による収入 22,967 45,575

その他 △125 △1,931

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,104 △32,916

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,000 7,502

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △224,194 △232,157

リース債務の返済による支出 △13,914 △14,463

自己株式の取得による支出 △6 －

配当金の支払額 △90,555 △90,550

財務活動によるキャッシュ・フロー △238,670 △229,668

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 442,648 177,455

現金及び現金同等物の期首残高 974,542 1,120,371

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,417,190 ※ 1,297,827

EDINET提出書類

株式会社ジェーソン(E03509)

四半期報告書

13/17



【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ377千円増加しております。 

 

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日）

発送配達費 273,536千円 292,870千円

役員報酬 41,388 43,766

給与手当賞与 306,537 307,224

雑給 421,122 416,480

賞与引当金繰入額 30,786 30,802

退職給付費用 10,286 9,639

役員退職慰労引当金繰入額 8,808 9,373

地代家賃 671,058 664,416

減価償却費 64,469 65,629

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日）

現金及び預金勘定 1,443,728千円 1,339,371千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △26,538 △41,544

現金及び現金同等物 1,417,190 1,297,827

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月29日

定時株主総会
普通株式 90,964 7.10 平成24年２月29日 平成24年５月30日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月28日

定時株主総会
普通株式 90,963 7.10 平成25年２月28日 平成25年５月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日）

　　　　　当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメント情報の記載を省

略　

　　　　しております。　

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9円87銭 10円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 126,491 137,478

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 126,491 137,478

普通株式の期中平均株式数（株） 12,811,836 12,811,803

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年10月15日

株式会社ジェーソン

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野　　力　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小出　健治　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェー

ソンの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーソン及び連結子会社の平成25年８月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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